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一
挟
文
字
瓦
の
年
代
比
定

竹

芳

間

日日凡
t
t
r
 

は
じ
め
に

先
に
小
泉
義
博
氏
は
、
一
九
三
二
年
に
武
生
市
の

小
丸
域
社
か
ら
出
土
し
た
丸
瓦
(
以
下
で
は
「
文
字

瓦
」
と
称
す
る
)
に
刻
み
込
ま
れ
た
文
字
に
つ
い
て

分
析
し
、
そ
の
中
に
記
載
さ
れ
て
い
る
一
撲
が
蜂
起

し
た
五
月
二
四
日
の
年
代
を
一
五
八

O
年
(
天
正

八
)
と
判
断
さ
れ
も
)
と
こ
ろ
で
、
井
上
鋭
夫
氏
を

は
じ
め
と
す
る
他
の
学
説
で
は
、
こ
の
年
代
比
定
を

一
五
七
六
年
(
天
正
四
)
と
す
る
見
方
が
大
勢
を
占

め
て
い
わ
)
そ
こ
で
、
改
め
て
文
字
瓦
に
記
載
さ
れ

て
い
る
一
擦
が
蜂
起
し
た
五
月
二
四
日
の
年
代
比
定

に
つ
い
て
検
証
し
て
み
た
い
。

一
五
七
五
年
(
天
正
三
)
八
月
織
田
信
長
は
越
前

の
本
願
寺
政
権
を
壊
滅
さ
せ
、
越
前
再
制
を
果
た
し

た
。
九
月
に
は
、
戦
後
処
理
を
行
い
越
前
の
支
配
体

制
を
整
え
た
。
す
な
わ
ち
、
柴
田
勝
家
に
越
前
一
国

の
軍
事
指
揮
権
を
与
え
、
さ
ら
に
行
政
的
に
圏
内
を

分
割
し
て
、
支
配
に
あ
た
る
者
を
次
の
よ
う
に
決
定

し
た
。八郡
・
・
・
・
・
・
柴
田
勝
家

府
中
辺
二
郡
:
:
:
前
田
利
家
・
佐
々
成
政
・
不
破

光
治

大
野
郡
三
分
二
:
:
:
金
森
長
近

大
野
郡
三
分
一
:
:
:
原
政
茂

敦
賀
郡
:
:
・
武
藤
舜
元

以
上
の
こ
と
か
ら
、
府
中
辺
二
郡
の
中
に
含
ま
れ

佐
々
成
政
の
居
城
で
あ
っ
た
と
い
わ
れ
る
五
分
市
小

丸
城
は
、
井
上
氏
の
指
摘
の
如
く
一
五
七
五
年
(
天

正
三
)
九
月
以
後
に
築
城
さ
れ
た
こ
と
が
判
明
す

ヲ匂

と
こ
ろ
が
、
そ
の
後
の
織
田
政
権
に
よ
る
越
前
支

配
の
状
況
は
決
し
て
安
定
し
た
も
の
で
は
な
勺
)
各

地
で
一
挨
勢
力
が
存
続
し
抵
抗
を
続
け
て
い
ら
)
一

方
、
織
田
軍
の
猛
攻
に
よ
り
、
国
外
へ
退
去
し
て
い

た
反
織
田
勢
力
も
抵
抗
の
姿
勢
を
維
持
し
て
い
た
。

畏
而
言
上
候
、

抑
当
国
之
儀
、
品
輸
関
御
敗
軍
以
後
、
既
従
材
開
一
麟
旦

使
被
差
下
、
士
卒
之
散
落
被
相
静
、
国
漸
順
誼
之

様
御
座
候
刻
、
重
市
信
長
出
張
候
市
令
乱
色
、
干

今
国
不
純
候
条
、
各
加
州
表
江
引
退
、
時
刻
錐
待

申
候
、
尾
筋
勢
依
為
勇
兵
、
越
前
諸
牢
人
・
加
州

之
士
卒
雄
致
武
威
之
行
戦
功
未
成
候
、
臨
時
瞬
時
保

非
御
出
勢
者
、
各
難
遂
還
国
之
望
候
、
則
従
加
州

諸
侍
中
、
以
遠
署
御
出
馬
之
儀
被
申
入
之
由
、
目

出
度
称
重
奉
存
候
、
早
速
彼
表
へ
於
御
出
陣
者
致

御
案
内
者
、
抽
粉
骨
各
馳
走
可
仕
段
、
乍
恐
当
庄

之
諸
卒
謹
而
泰
得
御
意
候
、
猶
委
細
之
儀
、
此
罷

下
候
老
共
可
申
上
候
、
恐
慢
敬
白
、

(
九
月
八
日
カ
)

七

月

四

日

越

前

北

庄

(
天
正
三
年
)

惣
老
(
花
押
影
)

土
蔵
新
介
能
勝
(
花
押
影
)

嶋
河
彦
左
衛
門
尉

次
正
(
花
押
影
)

石
場
惣
老
(
花
押
影
)

小
木
彦
兵
衛
尉

吉
通
(
花
押
影
)

印
牧
小
三
郎

正
秀
(
花
押
影
)

木
田
惣
老
(
花
押
影
)

原
新
右
衛
門
尉

吉
親
(
花
押
私
)
)
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こ
の
よ
う
に
、
加
賀
へ
亡
命
し
た
越
前
諸
牢
人
は

還
国
を
望
み
、
そ
の
機
会
を
窺
い
上
杉
謙
信
の
出
馬

を
要
請
し
て
い
る
。

一
五
七
五
年
(
天
正
三
)
九
月
当
時
、
本
願
寺
と
上

杉
氏
の
交
戦
状
態
は
続
い
て
い
た
が
、
織
田
軍
に
越

前
を
制
圧
さ
れ
た
現
地
の
北
陸
一
挟
勢
力
(
越
前
諸

牢
人
・
加
賀
諸
侍
中
)
は
、
本
願
寺
と
上
杉
氏
の
正

式
な
和
睦
を
待
た
ず
、
独
自
に
上
杉
謙
信
と
の
軍
事

的
提
携
を
図
ヲ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
北
陸
の
反

織
田
勢
力
に
と
っ
て
、
越
前
奪
回
は
も
は
や
自
力
で

は
不
可
能
で
あ
り
、
全
て
は
越
後
の
上
杉
謙
信
の
動

き
に
か
か
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

さ
ら
に
、
周
年
五
月
の
長
篠
合
戦
に
お
い
て
本
願

寺
と
同
盟
関
係
に
あ
っ
た
武
田
勝
頼
が
、
織
田
・
徳

川
連
合
軍
に
大
敗
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
こ
れ
ま
で

の
軍
事
的
均
衡
が
崩
れ
、
友
好
関
係
に
あ
っ
た
上
杉

氏
と
織
田
氏
の
聞
が
疎
遠
に
な
り
、
そ
し
て
、
加

賀
・
越
中
を
挟
み
両
勢
力
が
軍
事
的
に
向
き
合
う
こ

と
に
な
っ
た
。
一
方
、
足
利
義
昭
と
通
謀
し
た
本
願

寺
は
、
翌
一
五
七
六
年
(
天
正
四
)
四
見
に
織
田
信

長
に
対
し
て
三
度
目
の
挙
兵
を
し
て
い
匂
こ
の
よ

う
な
状
況
下
で
、
旧
来
の
敵
で
あ
っ
た
本
願
寺
と
上

杉
氏
は
、
新
ら
た
に
共
通
の
敵
と
な
っ
た
織
田
信
長

竹
間

一
撲
文
字
瓦
の
年
代
比
定

に
対
抗
す
る
た
め
こ
れ
以
降
急
速
に
接
近
し
て
い
く
。
下
野
四
ケ
村
の
者
共
が
、
一
授
の
残
党
を
退
治
す
る

そ
し
て
、
一
五
七
六
年
(
天
正
四
)
五
月
一
八
日
ご
た
め
に
腰
万
武
具
等
を
用
意
し
て
忠
節
す
る
こ
と
を

ろ
ま
で
に
は
、
上
杉
氏
と
本
願
寺
・
越
中
・
加
賀
一
許
可
し
て
い
る
。

向
一
授
と
の
問
で
和
睦
が
成
立
し
む
)
熊
坂
の
高
田
派
専
修
寺
も
、
同
じ
く
柴
田
氏
の
重

以
上
の
よ
う
に
、
一
五
七
六
年
(
天
正
四
)
五
月
臣
か
ら
武
装
を
命
じ
ら
れ
て
い
る
。

の
段
階
で
、
本
願
寺
・
北
陸
一
向
一
授
と
上
杉
氏
は
、
次
に
、
専
修
寺
の
事
例
を
中
心
に
、
具
体
的
に
一

織
田
氏
に
対
し
て
協
同
戦
線
を
形
成
し
た
の
で
あ
る
。
撲
の
動
き
に
対
応
し
た
織
田
政
権
の
反
本
願
寺
勢
力

こ
の
体
制
下
で
、
北
陸
各
地
の
一
向
一
捺
勢
力
は
織
に
対
す
る
武
装
指
令
に
つ
い
て
検
討
し
た
い
。

国
軍
に
対
し
て
現
地
で
激
し
い
軍
事
的
抵
抗
を
行
っ
ニ

て

い

た

。

一

五

七

五

年

(

天

正

三

)

越

前

再

制

を

果

し

た

直

一
挨
勢
力
が
残
存
し
、
国
外
に
亡
命
し
た
一
撲
が
後
か
ら
、
織
田
信
長
は
高
団
派
専
修
寺
門
徒
の
還
住

上
杉
謙
信
の
助
勢
を
頼
み
に
還
国
を
め
ざ
す
と
い
う
と
安
全
を
保
証
す
る
朱
印
状
及
ぴ
禁
制
を
発
じ
て
い

よ
う
な
、
越
前
支
配
の
不
安
定
な
状
況
下
で
織
田
政
む
)
そ
の
後
、
八
郡
の
統
治
を
ま
か
さ
れ
た
柴
田
勝

権
は
、
一
按
蜂
起
に
備
、
ぇ
越
前
各
地
で
反
本
願
寺
勢
家
は
翌
年
二
月
に
専
修
寺
建
立
に
際
し
寺
中
諸
役
免

力
で
あ
る
浄
土
真
宗
高
田
派
寺
院
と
そ
の
門
徒
に
対
除
の
定
書
を
発
し
、
三
月
に
は
熊
坂
を
は
じ
め
と
し

し
て
、
刀
な
ど
で
武
装
す
る
こ
と
を
奨
励
し
て
い
る
。
た
一
二
ケ
村
の
専
修
寺
門
家
を
確
認
し
た
判
物
を
発

こ
の
こ
と
を
史
料
で
確
認
で
き
る
最
も
早
い
例
と
し
し
て
い
匂
そ
し
て
、
五
月
二
二
日
に
は
次
の
よ
う

て
は
、
一
五
七
五
年
(
天
正
三
)
十
月
一
八
日
に
黒
な
書
状
を
専
修
寺
に
出
し
て
い
る
。

(

叩

)

(

柴

田

勝

家

)

目
称
名
寺
へ
発
し
た
柴
田
勝
定
副
状
が
あ
る
。
こ
の
(
黒
印
)

中
で
勝
定
は
、
黒
自
称
名
寺
門
徒
が
本
願
寺
政
権
の
当
寺
門
徒
大
坂
与
各
別
之
旨
開
届
候
、
然
者
門
家

守
護
下
関
頼
照
を
打
捕
っ
た
こ
と
を
賞
し
、
称
名
寺
中
江
不
寄
男
女
可
被
出
押
判
由
尤
候
、
猶
佐
久
間

に
対
し
て
門
徒
の
帰
参
入
を
支
配
す
る
こ
と
を
保
証
諸
都
允
可
申
候
、
恐
々
謹
言
、

し
、
称
名
寺
門
徒
で
あ
る
黒
目
・
米
納
津
・
野
中
・

修
理
亮
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天
正
四
五
月
廿
二
日

高
田
専
修
有
)

高
田
派
専
修
寺
門
徒
が
本
願
寺
派
と
は
別
で
あ
る

こ
と
は
承
知
し
た
の
で
、
門
徒
は
男
女
に
か
か
わ
ら

ず
全
員
が
押
印
し
た
署
名
を
柴
田
家
重
臣
の
佐
久
間

盛
政
へ
提
出
せ
よ
と
命
じ
て
い
る
。
一
五
七
六
年

(
天
正
四
)
五
月
一
一
一
一
日
段
階
で
、
本
願
寺
門
徒
の

摘
発
を
行
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

続
い
て
翌
日
の
二
三
日
に
は
佐
久
間
盛
政
が
次
の

よ
う
な
書
状
を
出
し
て
い
る
。

(
柴
田
勝
寧
)

黒
印

当
曜
催
大
坂
各
別
旨
被
開
召
届
候
、
然
上
者
、

兵
具
噌
御
忠
節
肝
要
候
、
自
然
下
々
乱
之
儀
於
在

之
者
、
相
拘
可
有
御
注
進
候
、
殊
御
門
家
中
、
為

印
押
判
被
遣
候
由
尤
ニ
候
、
恐
々
謹
言
、

佐
久
間
玄
蕃
助
盛
政
(
花
押
)

四
十
巻
六
号

勝
家
(
花
押
)

令い
しるこ
てがの
、書

下特状 高五芙
々にで 田月歯
の兵も 専廿圭
者具、 修三
がを本 寺日
不備願玉
隠え寺床
なて門下C
動忠徒む
き節の
をす摘
示る発
しこを
たとイ足
場をし
合指て

は
捕
え
て
報
告
す
る
よ
う
に
命
じ
て
い
る
。
す
な
わ

ち
、
一
五
七
六
年
(
天
正
四
)
五
月
二
二
日
、
二
三

日
の
時
点
で
、
越
前
圏
内
で
は
本
願
寺
派
を
中
心
と

し
た
一
撲
勢
力
が
不
隠
な
動
き
を
し
て
お
り
、
織
田

政
権
に
と
っ
て
緊
迫
し
た
状
況
が
生
じ
て
い
た
こ
と

が
窺
え
る
。
織
田
政
権
は
既
に
こ
の
時
点
で
一
挨
蜂

起
の
動
向
を
察
知
し
て
お
り
、
そ
の
対
応
と
し
て
反

本
願
寺
派
寺
院
の
高
田
派
専
修
寺
門
徒
の
確
認
を
し

た
う
え
で
、
本
願
寺
門
徒
の
摘
発
を
行
い
、
さ
ら
に

専
修
寺
門
徒
を
武
装
さ
せ
た
の
で
あ
る
。

大
野
郡
に
あ
っ
た
高
田
派
折
立
称
名
寺
に
対
し
て

も
、
柴
田
勝
定
は
五
月
一
二
日
付
で
次
の
よ
う
な
書

状
を
出
し
て
い
る
。

以
上

其
辺
一
撲
於
成
其
催
者
、
急
度
可
有
御
注
進
候
、

人
数
遣
候
て
可
加
成
敗
候
、
随
而
其
方
門
下

士
民
日
用
之
儀
、
昨
抑
制
か
以
一
行
被
申
候
、
猶
以
忠
節

仕
候
様
ニ
可
被
仰
付
候
、
恐
々
謹
言
、

柴

源

左

五

月

十

二

日

勝

定

(

花

押

)

折
立
称
名
寺
御
同
宿
中

一
擦
の
動
向
に
対
す
る
織
田
政
権
の

こ
こ
で
も
、

対
応
が
み
ら
れ
る
。
具
体
的
に
は
、
反
本
願
寺
派
の

高
田
派
折
立
称
名
寺
に
対
し
て
、
寺
の
周
辺
で
一
捺

蜂
起
と
い
っ
た
不
隠
な
動
き
が
わ
か
れ
ば
す
ぐ
に
報

告
せ
よ
と
命
じ
て
い
る
。
五
月
一
二
日
の
段
階
で
、

折
立
称
名
寺
周
辺
で
も
一
一
段
蜂
起
の
動
き
が
あ
り
、

同
じ
様
に
、
こ
れ
を
織
田
政
権
が
既
に
察
知
し
て
い

た
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
の
書
状
に
は
年
代
が
記
さ
れ

て
お
ら
ず
、
小
泉
氏
は
こ
れ
を
一
五
八

O
年
(
天
正

八
)
の
も
の
と
判
断
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
の

柴
田
勝
定
の
書
状
と
既
に
示
し
た
一
五
七
六
年
(
天

正
四
)
五
月
二
二
日
、
二
三
日
に
高
回
派
専
修
寺
へ

出
し
た
織
田
政
権
の
指
令
と
を
比
較
す
る
と
、
一
撲

蜂
起
と
い
っ
た
切
迫
し
た
状
況
へ
の
対
応
の
一
環
と

い
う
点
で
、
両
者
が
共
通
し
た
内
容
を
持
っ
て
い
る

こ
と
が
わ
か
る
。
さ
ら
に
、
こ
の
折
立
称
名
寺
に
出

し
た
柴
田
勝
定
の
書
状
の
日
付
が
五
月
二
一
日
で
あ

る
点
に
も
注
目
で
き
る
。
す
な
わ
ち
、
大
野
郡
の
折

立
称
名
寺
周
辺
で
、
坂
北
郡
の
専
修
寺
一
帯
と
同
様

に
一
五
七
四
年
(
天
正
四
)
五
月
に
一
撲
蜂
起
と
い

っ
た
不
隠
な
動
き
が
あ
っ
た
と
み
て
も
不
自
然
さ
は

な
し
。と
こ
ろ
で
、
大
野
郡
の
山
間
部
で
は
嶋
田
将
監
を

首
領
と
す
る
北
袋
の
一
撲
勢
が
一
五
七
五
年
(
天
正
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一
二
)
以
来
、
織
田
政
権
に
対
し
て
抵
抗
を
続
け
て
い

ち
)
本
願
寺
宗
主
顕
如
は
、
次
の
よ
う
な
書
状
を
野

津
又
で
寵
城
中
の
北
袋
一
授
に
出
し
て
い
る
。

能
川
染
筆
候
、
何
当
山
中
之
儀
、
い
ま
に
相
拘
候
て

敵
を
支
、
お
り
/
¥
ハ
打
出
成
其
働
由
、
忠
節
無

比
類
候
、
然
処
兵
娘
払
底
ニ
付
て
及
迷
惑
由
、
尤

難
入
候
、
此
山
中
敵
の
手
ニ
入
候
ハ
¥
加
州
ま

て
も
大
事
ニ
候
問
、
如
何
様
に
も
各
相
談
、
龍
城

つ
よ
候
様
に
馳
走
肝
要
品
川
一
:
・
以
下
略

こ
の
書
状
も
年
代
が
記
さ
れ
て
お
ら
ず
、
五
月
廿

八
日
と
い
う
日
付
の
み
が
書
か
れ
て
い
る
。
こ
の
中

で
顕
如
は
、
山
中
を
死
守
し
織
田
勢
と
抗
戦
中
の
野

津
又
龍
城
衆
に
対
し
、
兵
線
が
不
足
し
て
い
る
と
の

こ
と
だ
が
山
中
が
織
田
方
に
落
ち
て
し
ま
う
と
加
賀

ま
で
と
ん
で
も
な
い
こ
と
に
な
る
の
で
(
織
田
軍
に

際
摘
さ
れ
て
し
ま
う
)
、
皆
で
協
力
し
て
龍
城
を
続

け
る
よ
う
け
ん
め
い
に
努
力
し
て
ほ
し
い
と
激
励
し

て
い
る
。
こ
の
書
状
の
日
付
の
五
月
二
八
日
以
前
の

段
階
で
、
越
前
大
野
郡
の
野
津
又
城
を
め
ぐ
り
、
一

捺
方
と
織
田
方
と
の
間
に
激
し
い
攻
防
戦
が
あ
り
、

こ
の
野
津
又
城
の
攻
防
が
本
願
寺
に
と
っ
て
加
賀
の

命
運
を
懸
る
重
要
な
戦
闘
だ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

当
時
、
加
賀
は
南
二
郡
(
能
美
・
江
沼
)
が
織
田

竹
間

一
挨
文
字
瓦
の
年
代
比
定

軍
に
よ
っ
て
占
領
さ
れ
て
お
り
、
本
願
寺
・
加
賀
一

撲
勢
は
二
郡
の
奪
回
を
も
く
ろ
ん
で
い
た
。
本
願
寺

を
中
心
と
し
た
北
陸
の
反
織
田
勢
力
に
と
っ
て
、
ま

さ
に
野
津
又
城
は
、
織
田
方
に
占
領
さ
れ
て
い
た
越

前
と
加
賀
南
二
郡
の
中
に
存
在
し
た
、
一
捺
が
死
守

す
る
孤
塁
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。

『
武
功
夜
話
』
に
よ
れ
ば
、
日
付
は
特
定
で
き
な

い
が
、
一
五
七
六
年
(
天
正
四
)
に
、
越
前
の
柴
田

勝
家
と
加
賀
大
聖
寺
城
代
の
戸
次
右
近
か
ら
織
田
信

長
の
も
と
に
、
加
賀
江
沼
郡
に
お
い
て
富
樫
氏
の
加

勢
を
得
た
一
按
勢
が
居
振
橋
(
動
橋
)
・
敷
地
山
に

皆
を
築
き
織
田
方
の
大
聖
寺
城
を
包
囲
し
、
上
杉
謙

信
が
こ
の
動
き
に
乗
じ
て
能
登
・
加
賀
に
侵
攻
す
る

か
ま
え
を
み
せ
て
い
る
と
い
う
報
告
が
な
さ
れ
て
い

匂
前
述
し
た
よ
う
に
、
北
陸
の
反
織
田
勢
力
に
と

っ
て
還
国
を
果
た
す
た
め
に
は
、
上
杉
謙
信
の
出
兵

が
必
要
不
可
欠
で
あ
っ
た
。

翌
年
ご
五
七
七
年
)
に
は
、
こ
の
一
撲
に
越
前

の
本
願
寺
門
徒
も
加
わ
り
大
聖
寺
を
攻
撃
す
る
が
沼

周
年
八
月
八
日
、
織
田
信
長
は
越
前
の
柴
田
勝
家
を

総
大
将
に
任
じ
て
軍
勢
を
北
陸
方
面
へ
送
っ
弘
)
江

州
衆
・
美
濃
衆
・
尾
張
衆
・
畿
内
衆
か
ら
な
る
織
田

箪
約
三
万
人
は
、
柴
田
勝
家
の
居
城
北
庄
に
集
結
し

た
が
、
そ
の
中
で
丹
羽
長
秀
と
羽
柴
秀
吉
率
い
る
江

州
衆
七
千
有
余
人
は
、
ま
ず
敦
賀
に
集
結
し
た
後
、

国
府
(
府
中
)
に
赴
い
て
い
も
)
す
な
わ
ち
、
一
五

七
七
年
(
天
正
五
)
八
月
の
段
階
で
は
、
越
前
回
の

北
庄
・
府
中
は
織
田
軍
の
出
撃
基
地
と
な
っ
て
お
り
、

決
し
て
一
授
が
蜂
起
す
る
よ
う
な
不
隠
な
地
域
で
は

な
く
、
完
全
に
織
田
軍
の
勢
力
下
に
あ
っ
た
こ
と
が

わ
か
る
。
そ
の
後
、
織
田
軍
は
加
賀
に
攻
め
入
り
一

挟
方
の
拠
点
居
振
橋
・
御
幸
塚
を
落
し
、
さ
ら
に
手

取
川
を
越
し
て
小
松
村
・
本
折
村
・
阿
多
賀
・
富
樫

の
所
々
を
焼
き
払
い
加
賀
南
二
郡
の
一
按
を
鎮
圧
し

た
。
)
そ
し
て
、
九
月
に
上
杉
軍
と
の
対
戦
を
向
か
え

る
の
で
あ
る
。
上
杉
謙
信
は
九
月
二
九
日
の
書
状
で

こ
の
時
の
戦
況
を
「
七
尾
存
分
之
億
二
入
手
ニ
、
同

十
七
号
末
守
与
地
も
入
手
ニ
。
是
者
賀
能
之
間
之
地

ニ
候
問
、
耐
瑞
隣
・
繭
艇
龍
置
、
嘗
国
一
変
ニ
申
付

候
処
ニ
、
是
を
信
長
一
向
ニ
不
向
、
十
八
賀
州
湊
川

迄
取
越
、
数
万
騎
陣
取
候
処
ニ
、
両
越
能
之
諸
軍
勢

為
先
勢
差
遣
、
謙
信
事
も
直
馬
之
処
ニ
、
信
長
、
謙

信
後
詰
を
聞
届
候
哉
、
首
月
廿
三
夜
中
令
敗
北
候
処

ニ
乗
押
付
、
千
余
人
打
捕
、
残
者
共
奈
河
へ
押
寵
ケ

ル
折
節
、
洪
水
波
放
渡
無
瀬
、
人
馬
不
残
押
流
候
。

誠
如
此
之
万
々
仕
合
、
年
来
之
信
心
歓
喜
迄
候
。
重
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市
信
長
打
出
候
問
、
一
際
可
有
之
与
令
校
且
一
星
候
処
ニ
、
年
(
天
正
六
)
三
月
段
階
で
は
、
越
中
・
能
登
・
加

案
外
ニ
手
弱
之
様
体
、
此
分
ニ
候
者
、
向
後
天
下
迄
賀
北
二
郡
は
上
杉
方
に
属
し
て
い
た
。
上
杉
謙
信
が

之
仕
合
心
安
候
。

J)
と
記
し
て
い
る
よ
う
に
、
上
杉
さ
ら
に
南
下
し
た
場
合
、
占
領
域
を
拡
大
す
れ
ば
、

軍
は
織
田
軍
に
圧
勝
し
、
織
田
軍
を
撤
退
さ
せ
た
。
加
賀
南
二
郡
の
奪
回
の
可
能
性
も
大
い
に
あ
っ
た
の

と
こ
ろ
が
、
翌
一
五
七
八
年
(
天
正
六
)
三
月
に
上
で
あ
る
。
し
か
し
、
上
杉
謙
信
没
後
の
織
田
方
の
北

杉
謙
信
が
急
死
し
、
そ
の
後
継
者
の
座
を
め
ぐ
り
越
陸
攻
撃
に
よ
り
、
反
織
田
勢
力
は
後
退
を
余
儀
な
く

後
国
内
で
内
乱
が
勃
発
す
弘
)
そ
の
た
め
上
杉
軍
は
さ
れ
て
し
ま
う
。
つ
ま
り
、
一
五
七
八
年
(
天
正

圏
外
の
加
賀
ま
で
派
兵
す
る
余
裕
が
な
く
な
り
、
加
六
)
三
月
以
降
は
、
反
織
田
勢
力
は
ひ
た
す
ら
守
勢

賀
南
二
郡
は
依
然
織
田
方
に
占
領
さ
れ
続
け
た
。
越
に
回
り
、
一
五
八

O
年
(
天
正
八
)
四
月
に
は
、
っ

後
の
内
乱
は
最
終
的
に
一
五
八

O
年
(
天
正
八
)
に
い
に
加
賀
の
本
願
寺
と
一
撲
の
拠
点
で
あ
る
金
沢
御

(
お
)

上
杉
景
勝
が
勝
利
を
治
め
新
ら
た
な
園
、
王
と
な
り
決
堂
が
陥
落
す
る
。
上
杉
謙
信
の
死
に
伴
っ
た
越
後
国

着
が
つ
い
勺
こ
の
問
、
織
田
方
は
北
陸
方
面
で
の
内
の
内
乱
と
、
そ
れ
に
乗
じ
た
織
田
方
の
反
撃
に
よ

勢
力
を
挽
回
し
北
進
を
続
け
、
一
五
七
九
年
(
天
正
り
、
加
賀
南
二
郡
の
奪
回
は
不
可
能
と
な
っ
て
し
ま

七
)
ま
で
に
は
、
そ
れ
ま
で
上
杉
氏
の
勢
力
下
に
あ
っ
た
。
隣
接
し
た
加
賀
南
二
郡
の
奪
回
が
不
可
能
と

っ
た
加
賀
北
二
郡
(
河
北
・
石
川
)
を
も
ほ
ぼ
手
中
な
っ
た
時
期
に
、
越
前
大
野
郡
野
津
又
で
龍
城
衆
が

に

お

さ

め

た

の

で

あ

る

。

孤

塁

を

死

守

し

て

い

る

よ

う

な

状

況

が

は

た

し

て

あ

こ
れ
ら
一
連
の
流
れ
か
ら
検
討
す
る
と
、
越
前
大
り
う
る
で
あ
ろ
う
か
。
加
賀
南
二
郡
は
お
ろ
か
、
北

野
郡
の
野
津
又
城
の
攻
防
が
加
賀
の
存
亡
に
関
わ
る
二
郡
す
ら
織
田
方
に
攻
撃
さ
れ
占
領
さ
れ
て
い
る
状

状
況
は
、
一
五
七
八
年
(
天
正
六
)
三
月
の
上
杉
謙
況
下
で
は
、
も
は
や
上
杉
軍
を
主
力
と
す
る
後
詰
め

信
の
死
の
前
で
あ
る
と
み
な
す
こ
と
が
で
き
る
。
上
は
全
く
期
待
で
き
ず
、
野
津
又
一
撲
衆
は
完
全
に
孤

杉
謙
信
の
南
下
が
、
北
陸
一
帯
の
反
織
田
勢
力
に
と
立
し
、
落
城
す
る
の
は
時
間
の
問
題
と
な
っ
て
し
ま

っ
て
失
地
回
復
の
た
め
の
千
載
一
隅
の
機
会
で
あ
っ
う
。
こ
の
よ
う
な
絶
望
的
な
状
況
に
、
本
願
寺
宗
主

た
こ
と
は
、
既
に
何
度
も
述
べ
て
き
た
。
一
五
七
八
の
激
励
が
ど
れ
ほ
ど
の
意
味
を
持
つ
の
で
あ
ろ
う
か
。

上
杉
謙
信
の
出
兵
に
よ
り
加
賀
南
二
郡
さ
ら
に
は
越

前
の
奪
回
が
可
能
な
状
況
下
で
あ
る
か
ら
こ
そ
、
越

前
大
野
郡
の
野
津
又
城
が
敵
方
の
中
に
存
在
し
た
反

織
田
勢
力
の
橋
頭
金
と
し
て
の
意
味
を
持
っ
た
の
で

あ
る
。
だ
か
ら
、
顕
如
は
野
津
又
が
落
城
す
れ
ば
、

加
賀
も
大
変
な
こ
と
に
な
る
か
ら
、
必
死
に
が
ん
ば

る
よ
う
に
激
励
し
て
い
る
と
み
な
す
方
が
妥
当
で
あ

ヲ
匂
。
顕
如
が
五
月
二
八
日
付
で
発
し
た
野
津
又
篭
城
衆

へ
の
書
状
の
年
代
は
、
一
五
七
八
年
(
天
正
六
)
三

月
以
前
と
い
う
こ
と
が
判
断
さ
れ
る
が
、
そ
れ
で
は

一
五
七
六
年
(
天
正
四
)
、
一
五
七
七
年
(
天
正

五
)
の
い
ず
れ
で
あ
ろ
う
ね
)
こ
れ
に
関
し
て
次
の

史
料
を
検
討
し
た
い
。

一
五
七
六
年
(
天
正
四
)
五
月
二
八
日
付
で
、
加

賀
北
二
郡
旗
本
衆
は
次
の
よ
う
な
書
状
を
金
沢
御
堂

に
提
出
し
て
い
る
。

態
令
啓
達
候
、
仇
今
度
信
長
対
大
坂
殿
難
及
手
遣
、

度
々
失
大
利
候
、
然
者
組
感
腕
様
御
出
馬
之
儀
、

越
府
江
被
仰
越
候
様
承
及
候
、
様
子
如
何
之
御
事

候
哉
、
御
出
馬
付
而
者
、
各
到
分
別
、
嘗
表
へ
行

可
在
之
候
、
若
又
御
出
馬
御
延
引
之
由
候
者
、
左

様
之
段
承
届
、
始
末
可
致
調
談
候
、
兎
角
早
々
御

『若越郷土研究』（福井県郷土誌懇談会）



出
馬
候
様
、
御
才
覚
尤
可
然
存
候
、
恐
々
謹
言
、

天
王
四
年
五
月
廿
八
日
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藤
丸
新
介
勝

俊

徳
田
志
摩
守

重

清

広
瀬
伊
賀
守

貞

清

在

判

高
森
源
左
衛
門

武

数

在

判

奥

近

江

守

政

実

山
本
若
狭
守

家

芸

窪
田
大
炊
允

綱

盛

鏑
木
右
衛
門

項

言

」

un叶

Z
4』

石
黒
土
佐
守

政

長

州
崎
藤
八
郎

景

勝

竹
間

一
捺
文
字
瓦
の
年
代
比
定

在
判

(
頼
問
)

七
里
三
河
法
橋
御
坊

坪
坂
伯
香
入
道
殿

広

済

寺

参
御
宿
町
)

金
沢
御
堂
が
上
杉
謙
信
に
対
し
て
、
越
中
・
加
賀

方
面
へ
出
馬
す
る
よ
う
に
要
請
し
た
と
承
っ
て
い
る

が
、
そ
の
後
の
様
子
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

(
上
杉
軍
は
本
当
に
来
援
す
る
の
か
)
も
し
出
馬
が

遅
れ
る
よ
う
な
こ
と
に
な
れ
ば
、
そ
の
対
応
に
追
わ

れ
ね
ば
な
ら
な
く
な
っ
て
し
ま
う
。
と
に
か
く
一
刻

も
早
く
謙
信
の
出
馬
を
督
促
し
て
ほ
し
い
、
と
書
か

れ
て
い
る
。
こ
の
書
状
か
ら
北
二
郡
旗
本
衆
に
と
っ

て
、
一
五
七
六
年
(
天
正
四
)
五
月
二
八
日
の
時
点

で
上
杉
謙
信
の
出
馬
が
急
を
要
す
る
も
の
で
あ
り
、

彼
等
を
取
り
ま
く
軍
事
的
情
勢
が
か
な
り
緊
迫
し
た

も
の
で
あ
る
こ
と
が
伝
わ
っ
て
く
る
。

上
杉
氏
と
本
願
寺
・
北
陸
一
授
と
の
関
で
、
こ
の

年
の
五
月
一
八
日
ご
ろ
ま
で
に
和
睦
が
行
わ
れ
、
五

月
二
八
日
以
前
の
段
階
で
、
本
願
寺
・
加
賀
北
二
郡

を
中
心
と
し
た
反
織
田
勢
力
の
救
援
の
た
め
に
、
上

杉
軍
の
南
下
が
、
謙
信
と
金
沢
御
堂
と
の
関
で
約
束

さ
れ
て
い
た
と
み
ら
れ
る
。
こ
の
情
報
を
得
た
加
賀

北
二
郡
旗
本
衆
が
、
上
杉
軍
の
来
援
の
真
偽
を
金
沢

在
判

在
判

在
判

在
判

在
判

在
判

在
判

御
堂
に
質
し
て
い
る
の
で
る
。
と
こ
ろ
が
、
上
杉
軍

が
実
際
に
南
下
を
開
始
し
た
の
は
秋
に
な
っ
て
か
ら

で
あ
り
、
結
局
こ
の
年
の
五
月
二
八
日
以
前
に
は
、

上
杉
謙
信
の
出
馬
は
な
か
っ
た
。

金
沢
御
堂
の
中
で
、
親
上
杉
派
の
巨
頭
と
し
て
、

対
上
杉
氏
の
交
渉
窓
口
と
な
っ
て
い
た
七
里
頼
周
は
、

五
月
中
の
上
杉
軍
の
来
援
を
北
二
郡
旗
本
衆
に
約
し

な
が
ら
結
果
的
に
そ
れ
を
反
故
し
て
し
ま
う
こ
と
に

な
り
、
不
利
な
立
場
に
立
た
さ
れ
て
し
ま
、
右
)
事
実
、

こ
の
年
の
八
月
二
一
日
に
頼
周
は
、
北
二
郡
旗
本
衆

か
ら
こ
れ
ま
で
の
一
連
の
行
動
を
弾
刻
さ
れ
て
い

づ
令
。

こ
れ
ら
の
流
れ
と
、
先
に
示
し
た
、
一
五
七
六
年

(
天
正
四
)
に
加
賀
江
沼
郡
で
一
按
勢
が
富
樫
氏
の

助
成
を
得
て
蜂
起
し
、
上
杉
謙
信
が
能
登
・
加
賀
へ

侵
め
込
む
気
配
を
見
せ
て
い
る
と
い
う
報
告
が
、
北

陸
方
面
か
ら
織
田
信
長
の
も
と
に
届
い
た
と
い
っ
た

『
武
功
夜
話
』
の
記
述
と
を
考
え
合
わ
せ
る
と
、
織

田
軍
と
反
織
田
勢
力
と
の
間
で
繰
り
広
げ
ら
れ
た
北

陸
戦
線
で
、
一
五
七
六
年
(
天
正
四
)
五
月
に
上
杉

謙
信
の
出
馬
を
め
ぐ
り
一
つ
の
山
場
が
あ
っ
た
と
考

え
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
こ
の
年
の
五
月
に
上
杉
謙

信
の
出
撃
の
情
報
に
伴
っ
て
、
北
陸
各
地
で
一
斉
に
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反
織
田
勢
力
が
攻
撃
に
出
る
作
戦
が
あ
っ
た
も
の
と

推
定
さ
れ
る
。
越
前
大
野
郡
の
野
津
又
城
も
、
こ
の

時
点
で
反
織
田
勢
力
に
と
っ
て
重
要
な
拠
点
と
な
り

え
た
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
顕
如
が
野
津
又
龍

城
衆
を
激
励
し
た
書
状
の
年
代
は
、
一
五
七
六
年

(
天
正
四
)
と
判
断
し
た
い
。

こ
れ
ま
で
の
経
過
を
整
理
し
て
み
た
い
。
一
五
七

五
年
(
天
正
三
)
に
織
田
信
長
は
越
前
再
制
を
果
た

し
、
さ
ら
に
加
賀
南
二
都
(
能
美
・
江
沼
)
を
も
軍

事
的
に
占
領
し
た
。
し
か
し
、
本
願
寺
・
一
挨
勢
力

は
、
越
前
・
加
賀
南
二
郡
の
奪
回
を
も
く
ろ
み
、
そ

の
機
会
を
窺
っ
て
い
た
。
翌
年
(
一
五
七
六
年
)
ま

で
に
は
、
反
織
回
戦
線
結
成
の
一
環
と
し
て
、
こ
れ

ま
で
仇
敵
で
あ
っ
た
上
杉
氏
と
和
睦
を
成
立
さ
せ
た
。

そ
し
て
、
五
月
中
に
、
上
杉
謙
信
が
来
援
す
る
と
い

う
情
報
に
期
待
を
ょ
せ
た
北
陸
の
一
撲
勢
力
が
、
一

斉
に
攻
撃
に
出
る
と
い
う
作
戦
が
あ
っ
た
も
の
と
考

え
ら
れ
る
。
一
方
、
現
地
の
織
田
政
権
は
既
に
こ
の

不
隠
な
動
向
を
察
知
し
て
い
た
。
特
に
越
前
で
は
、

総
司
令
官
柴
田
勝
家
の
指
令
に
も
と
ず
き
、
五
月
一

一
一
日
、
二
二
日
、
二
三
日
の
時
点
で
、
本
願
寺
門
徒

の
摘
発
を
行
い
、
一
撲
蜂
起
に
備
え
き
せ
る
た
め
に

反
本
願
寺
勢
力
で
あ
る
高
田
派
寺
院
・
門
徒
に
武
装

さ
せ
、
さ
ら
に
一
撲
が
蜂
起
し
た
場
合
は
す
ぐ
に
報
が
捕
虜
に
さ
れ
、
そ
の
後
苛
酷
に
処
刑
さ
れ
た
の
で

告
さ
せ
こ
れ
を
鎮
圧
す
る
体
制
を
整
え
て
い
た
。
こ
あ
る
。
捕
虜
が
千
人
程
で
あ
る
と
い
う
こ
と
は
、
戦

の
状
況
下
で
、
大
野
郡
野
津
又
城
で
織
田
軍
と
攻
防
死
者
、
逃
亡
者
を
加
え
れ
ば
、
そ
れ
以
上
の
多
く
の

戦
を
行
っ
て
い
た
北
袋
一
撲
衆
に
対
し
、
上
杉
軍
を
人
数
が
一
撲
に
加
わ
っ
て
い
た
こ
と
に
な
り
、
こ
の

主
力
と
し
た
後
詰
を
頼
み
と
し
た
顕
如
は
、
孤
塁
を
五
月
二
四
日
の
一
授
が
相
当
大
規
模
な
も
の
で
あ
っ

死
守
す
る
よ
う
に
激
励
の
書
状
を
五
月
二
八
日
付
で
た
こ
と
が
わ
か
る
。

発

し

た

の

で

あ

る

。

と

こ

ろ

で

、

一

五

八

O
年
(
天
正
八
)
五
月
の
段

三

階

で

は

、

既

に

柴

田

勝

家

の

総

攻

撃

に

よ

っ

て

、

北

次
に
、
問
題
の
文
字
瓦
に
記
載
さ
れ
て
い
る
一
撲
陸
一
挟
の
司
令
塔
金
沢
御
堂
が
陥
落
し
、
加
賀
自
体

に
つ
い
て
検
討
し
た
い
。
ま
ず
文
字
の
全
文
は
以
下
が
ほ
ぽ
織
田
方
に
制
圧
さ
れ
て
い
る
。
は
た
し
て
、

の

よ

う

に

記

さ

れ

て

い

る

。

そ

の

同

じ

時

期

に

、

越

前

で

大

規

模

な

一

撲

を

蜂

起

(

覧

)

れ

此
書
物
後
世
ニ
御
ら
ん
し
ら
口
、
御
物
か
た
り
可
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
ほ
ど
の
余
力
が
反
織
田
勢
力

ご
撲
)

有
候
。
然
者
五
月
廿
四
日
い
き
お
こ
り
候
ま
ま
、
に
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
か
。

前
回
又
左
衛
門
尉
殿
、
…
九
段
、
千
人
は
か
り
い
け
と
さ
ら
に
、
一
五
七
六
年
(
天
正
四
)
五
月
ま
で
は
、

(
探
)

り
さ
せ
ら
れ
候
也
。
御
せ
い
は
い
ハ
は
つ
つ
け
、
前
田
利
家
・
佐
々
成
政
・
不
波
光
治
ら
府
中
三
人
衆

(

韮

)

(

入

)

か
ま
ニ
い
ら
れ
あ
ふ
ら
れ
候
哉
。
如
此
候
。
一
の
連
署
状
が
出
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
後
は
連
署
は

匂
で
書
と
、
め
候
。
「
此
の
口
口
、
人
夫
ひ
ろ
せ
、
み
ら
れ
な
く
な
り
、
彼
等
三
人
は
そ
れ
ぞ
れ
の
支
配

池
LH)

領
域
と
与
力
の
武
士
を
持
つ
武
将
と
な
っ
た
と
み
な

こ
の
文
字
瓦
は
小
丸
城
社
か
ら
出
土
し
て
い
る
の
さ
れ
知
)
こ
の
時
の
前
回
利
家
の
支
配
領
域
に
は
小

で
、
小
丸
城
が
構
築
さ
れ
た
五
箇
周
辺
で
起
っ
た
状
丸
城
が
築
か
れ
た
五
箇
一
帯
は
含
ま
れ
て
お
ら
ず
、

況
に
つ
い
て
記
録
し
た
も
の
で
あ
る
と
考
、
え
ら
れ
る
。
こ
の
地
域
は
佐
々
成
政
が
支
配
し
て
い
%
。
)
一
授
が

五
月
二
四
日
に
一
授
が
蜂
起
し
た
も
の
の
、
五
箇
一
五
八

O
年
(
天
正
八
)
に
五
箇
周
辺
で
蜂
起
し
た

周
辺
で
は
、
前
田
利
家
に
よ
っ
て
一
撲
の
千
人
程
度
な
ら
ば
、
そ
の
鎮
圧
者
と
し
て
何
故
、
こ
の
地
の
支
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と
こ
ろ
で
、
小
泉
氏
は
こ
の
文
字
瓦
を
前
田
利
家

勢
が
戦
果
を
誇
る
目
的
で
刻
ん
だ
と
主
張
さ
れ
て
い

る
が
、
そ
の
根
拠
と
し
て
表
面
に
堂
々
と
誇
ら
し
げ

配
者
で
あ
る
佐
々
成
政
の
名
が
登
場
せ
ず
、
前
回
利
に
書
か
れ
て
い
る
点
、
さ
ら
に
作
事
担
当
者
が
見
逃
を
見
聞
し
た
人
夫
(
お
そ
ら
く
、
一
撲
の
残
党
で
あ

家
の
名
が
記
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
一
五
七
し
て
い
な
い
と
い
う
点
を
あ
げ
て
い
知
)
し
か
し
、
ろ
う
)
が
、
後
世
に
織
田
勢
の
残
虐
性
を
訴
え
る
た

六
年
(
天
正
四
)
五
月
の
段
階
で
は
、
ま
だ
前
回
利
「
こ
の
書
物
を
後
世
に
伝
え
、
語
り
継
い
で
も
ら
い
め
に
記
し
た
も
の
だ
と
判
断
し
た
い
。

家
は
府
中
三
人
衆
の
一
人
と
し
て
、
こ
の
地
を
共
同
た
い
」
と
い
う
文
言
は
、
戦
果
を
誇
示
し
て
い
る
と
ま
と
め

支
配
し
て
い
た
の
で
、
一
撲
の
鎮
圧
に
乗
り
出
し
て
み
な
す
べ
き
な
の
で
あ
ろ
う
か
。
も
し
、
後
の
世
で
一
五
七
五
年
(
天
正
三
)
八
月
の
織
田
信
長
に
よ

も
矛
盾
し
な
い
。
(
こ
の
時
点
で
は
、
府
中
三
人
衆
こ
の
瓦
の
書
き
物
を
偶
然
み
つ
け
た
人
が
い
た
な
ら
る
越
前
再
制
後
、
北
陸
の
反
織
田
勢
力
は
、
織
田
軍

の
分
割
統
治
は
行
わ
れ
て
お
ら
ず
、
小
丸
城
が
築
か
ば
、
と
い
う
前
提
の
う
え
で
書
か
れ
た
も
の
と
み
な
に
占
領
さ
れ
た
加
賀
南
二
郡
と
越
前
の
奪
回
を
め
さ

れ
た
周
辺
の
治
安
維
持
に
関
し
て
、
三
人
衆
の
う
ち
せ
は
し
な
い
だ
ろ
う
か
。
戦
果
を
誇
示
す
る
た
め
に
、
し
て
い
た
。
し
か
し
、
彼
等
の
自
力
で
は
奪
回
は
不

誰
が
担
当
者
で
あ
っ
て
も
お
か
し
く
は
な
い
。
)
つ
何
故
ふ
だ
ん
人
目
に
つ
く
可
能
性
が
少
な
い
瓦
に
書
可
能
で
あ
り
、
越
後
の
上
杉
謙
信
の
出
馬
を
必
要
と

ま
り
、
前
節
で
触
れ
た
北
陸
一
帯
の
軍
事
情
勢
(
上
き
刻
む
必
要
が
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。
(
日
常
的
に
屋
し
て
い
た
。
上
杉
氏
と
本
願
寺
の
和
平
が
成
立
し
た

杉
軍
の
南
下
を
頼
み
に
し
た
反
織
田
勢
力
が
、
加
賀
根
瓦
を
、
丹
念
に
覗
き
込
む
人
は
ど
れ
程
い
る
だ
ろ
一
五
七
六
年
(
天
正
四
)
五
月
に
、
上
杉
謙
信
出
馬

南
二
郡
・
越
前
の
奪
回
を
も
く
ろ
ん
で
い
る
)
を
か
う
か
)
城
に
は
、
記
念
碑
に
値
す
る
よ
う
な
も
っ
と
の
情
報
が
金
沢
御
堂
を
通
し
て
北
陸
一
帯
に
伝
達
さ

ん
が
み
れ
ば
、
一
五
七
六
年
(
天
正
囚
)
五
月
二
四
目
だ
つ
場
所
が
た
く
さ
ん
あ
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
さ
れ
、
そ
れ
を
受
け
て
各
地
で
一
授
が
蜂
起
す
る
。
越

日
に
、
千
人
を
上
回
る
人
数
の
大
規
模
な
一
授
が
、
ら
に
、
人
夫
程
度
の
人
間
が
何
故
書
き
と
ど
め
ね
ば
前
に
お
い
て
は
、
既
に
そ
の
不
隠
な
動
き
が
察
知
さ

越
前
五
箇
一
帯
で
蜂
起
し
た
可
能
性
は
充
分
考
え
ら
な
ら
な
い
の
か
。
れ
っ
き
と
し
た
織
田
家
中
の
し
か
れ
て
お
り
、
織
田
政
権
は
古
岡
田
派
寺
院
・
門
徒
に
対

れ
る
。
そ
し
て
、
こ
れ
を
府
中
三
人
衆
の
一
人
で
あ
る
べ
き
武
士
が
記
す
方
が
自
然
で
あ
ろ
う
。
作
事
担
し
五
月
二
一
日
に
、
一
撲
が
蜂
起
し
た
場
合
の
通
報

っ
た
前
回
利
家
が
鎮
圧
し
た
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
後
、
当
者
が
、
完
成
し
た
瓦
一
つ
一
つ
の
表
面
を
丹
念
に
を
命
じ
、
五
月
二
二
日
に
本
願
寺
門
徒
の
摘
発
を
行

五
分
市
に
小
丸
城
が
築
か
れ
た
際
、
城
の
瓦
の
中
に
確
認
す
る
と
い
う
状
況
も
不
自
然
で
あ
る
。
築
城
に
い
、
翌
日
二
三
日
に
は
、
さ
ら
に
本
願
寺
門
徒
の
摘

一
撲
処
刑
の
凄
惨
な
状
況
を
人
夫
が
書
き
留
め
た
の
駆
り
出
さ
れ
た
人
夫
の
中
に
は
多
く
の
一
撲
の
残
発
を
徹
底
さ
せ
、
一
撲
に
備
え
る
た
め
に
武
装
す
る

で

あ

る

。

党

・

一

味

・

同

情

者

が

存

在

し

て

い

た

は

ず

で

あ

り

、

こ

と

を

指

令

し

た

。

そ

し

て

、

二

四

日

に

大

規

模

な

彼
等
の
協
力
が
あ
れ
ば
、
文
字
瓦
数
枚
を
ま
ぎ
れ
込
一
撲
が
蜂
起
し
、
後
に
小
丸
城
が
築
か
れ
た
五
分
市

ま
す
こ
と
な
ど
容
易
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
周
辺
の
五
箇
で
は
、
前
回
利
家
に
千
人
程
度
の
者
が

以
上
の
点
か
ら
、
こ
の
文
字
瓦
は
、
一
撲
の
結
末
生
け
捕
り
に
さ
れ
、
深
・
釜
茄
・
火
熔
と
い
っ
た
残

竹
間

一
撲
文
字
瓦
の
年
代
比
定
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虐
な
処
刑
が
行
わ
れ
た
の
で
あ
っ
た
。

そ
の
後
小
丸
城
築
城
の
際
、
こ
の
織
田
政
権
の
残

虐
さ
を
後
世
に
伝
え
る
た
め
、
一
挟
の
残
党
・
同
情

者
な
ど
織
田
政
権
を
心
良
く
思
わ
ぬ
者
た
ち
の
協
力

を
得
て
、
監
視
の
目
を
く
ぐ
っ
た
人
夫
が
刻
み
込
ん

で
記
し
た
の
が
文
字
瓦
で
あ
る
。

し
た
が
っ
て
、
こ
の
文
言
中
の
五
月
廿
四
日
の
年

代
は
、
や
は
り
一
五
七
六
年
(
天
正
四
)
と
す
る
の

が
妥
当
で
あ
る
と
考
え
る
。

注ω小
泉
義
博
氏
「
文
字
瓦
と
石
山
合
戦
」
(
『
若
越
郷
土
研

内
九
』
紛
の

2
)

ω井
上
鋭
夫
氏
『
一
向
一
撲
の
研
究
』
第
七
章
第
四
節

重
松
明
久
氏
『
本
願
寺
百
年
戦
争
』

辻
川
達
雄
氏
『
織
回
信
長
と
越
前
一
向
一
挨
』
『
福
井
県

史
』
通
史
編
2
巻
・

3
巻
以
下
『
県
史
』
と
略
す
。

ω武
生
市
教
育
委
員
会
編
『
越
前
府
中
を
め
ぐ
る
戦
国
武
将

展
』
解
題
(
小
泉
義
博
氏
)

『
県
史
』
通
史
編
3
巻

ω井
上
氏
前
掲
書

ω二
一
鬼
清
一
郎
氏
1

信
長
の
国
捻
を
め
ぐ
っ
て
し
(
『
信

濃
』
六
巻
五
号
)

山
間
「
稽
名
寺
文
書
」
一
一
一
号
・
「
小
嶋
吉
右
衛
門
家
文
書
」

五
号
・
「
西
念
寺
文
書
」
二
号
・
「
長
勝
寺
文
書
」
一
号

(
『
県
史
』
資
料
編
7
巻
)
な
ど

的
越
前
国
北
庄
・
石
場
・
木
田
惣
老
等
連
署
状
(
「
武
州
文

書
L

『
福
井
市
史
』
資
料
編
2

一
O
O
四
号
)

ω一
五
七
五
年
(
天
正
三
)
八
月
の
織
田
信
長
の
越
前
再
制

後
、
十
月
に
本
願
寺
は
信
長
と
二
度
目
の
講
和
を
行
っ
て

い
た
。
(
『
織
田
信
長
文
書
の
研
究
』
五
五
九
号
・
五
六

O
号
・
五
六
一
号
)

ω
「
河
田
文
童
閏
L

(

『
加
能
古
文
書
』
一
五
六
七
号
)

側
寸
称
名
寺
文
書
L

二
号
(
『
県
史
』
資
料
編
4
)

ω
「
法
雲
寺
文
書
」
三
三
号
・
三
四
号
・
三
五
号
(
『
県
史
』

資
料
編
5
)

ω
「
法
雲
寺
文
書
」
三
七
号
・
一
二
八
号

ω
「
法
雲
寺
文
書
L

三
九
号

ω
「
法
雲
寺
文
書
L

四
O
号

ω
「
稽
名
寺
文
書
」
一
一
一
号
(
『
県
史
』
資
料
編
7
)

ωω
と
同
じ

仰
「
西
念
寺
文
書
L

(

『
県
史
』
資
料
編
7
)

ω
「
長
勝
寺
文
書
L

(

『
県
史
』
資
料
編
7
)

側
新
人
物
往
来
社
版
『
武
功
夜
話
』

ωω
と
同
じ

ωω
と
同
じ

『
信
長
公
記
』
巻
十

ωω
と
同
じ

ω
『
信
長
公
記
』
巻
十

ω
「
歴
代
古
案
」
(
『
加
能
古
文
書
』
一
五
九
三
号
)

ω
『
新
潟
県
史
』
通
史
編
2
中
世

ωω
と
同
じ

仰
『
図
説
石
川
県
の
歴
史
』
河
出
書
房
新
社

ω
1楠
文
童
間
L

(

『
加
能
古
文
書
』
一
六
六
四
号
)

ω一
五
七
五
(
天
正
三
)
五
月
二
八
日
時
点
で
は
、
越
前
は

本
願
寺
政
権
が
支
配
し
て
お
り
、
加
賀
南
二
郡
も
能
美
郡

中
・
江
沼
郡
中
の
一
撲
が
支
配
し
て
い
た
。

ω
「
笹
生
文
書
」
(
『
加
能
古
文
書
』
一
五
六
八
号
)

ω井
上
氏
前
掲
書

ω
「
北
徴
遺
文
」
(
『
加
能
古
文
書
』
一
五
七
三
号
)

ω
「
小
丸
城
祉
出
土
文
字
瓦
」
(
武
生
市
味
真
野
史
跡
保
存

会
蔵
)

ω
『
県
史
』
通
史
編
3

ωω
と
同
じ

ωω
と
同
じ

『若越郷土研究』（福井県郷土誌懇談会）




